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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 22,421 5.0 1,190 16.8 995 20.3 708 5.3

2025年５月期第１四半期 21,357 1.2 1,019 165.6 827 206.4 673 429.8

（注）包括利益 2026年５月期第１四半期 1,171百万円（－％） 2025年５月期第１四半期 △349百万円（△136.9％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年５月期第１四半期 23.25 －

2025年５月期第１四半期 22.08 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年５月期第１四半期 79,249 33,521 41.5

2025年５月期 76,052 32,779 42.3

（参考）自己資本 2026年５月期第１四半期 32,913百万円 2025年５月期 32,192百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年５月期 － 10.00 － 14.00 24.00

2026年５月期 －

2026年５月期（予想） 14.00 － 14.00 28.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 94,000 3.2 6,100 7.8 5,500 5.9 4,000 3.7 131.21

１．2026年５月期第１四半期の連結業績（2025年６月１日～2025年８月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2026年５月期の連結業績予想（2025年６月１日～2026年５月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年５月期１Ｑ 30,688,569株 2025年５月期 30,688,569株

②  期末自己株式数 2026年５月期１Ｑ 204,806株 2025年５月期 204,806株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2026年５月期１Ｑ 30,483,763株 2025年５月期１Ｑ 30,483,783株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：無

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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部門別

当第１四半期連結累計期間

（自 2025年６月１日

至 2025年８月31日）

売上高（百万円） 前年同四半期比（％）

成形品 情報・通信機器 1,613     △0.6

車両  16,176     7.9

家電その他   1,515       △0.6

成形品計  19,305     6.5

金型 3,115     △3.3

合計  22,421         5.0

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用や所得環境の改善等の効果により緩やかな回復基調

にありますが、継続的な諸物価の上昇や米国の関税政策の影響、地政学リスクの長期化など、依然として先行

き不透明な状況が続いております。

この様な状況のもと、当社グループでは前連結会計年度に引き続き、付加価値の高い製品の受注と生産体制

の整備を強化し、原価低減活動を積極的に進めてまいりました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は22,421百万円（前年同期比5.0%増）となり、利益面に

おきましては、営業利益は1,190百万円（前年同期比16.8%増）、経常利益は995百万円（前年同期比20.3%

増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は708百万円（前年同期比5.3%増）となりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は7,820百万円（前年同期比19.4%増）、セグメント利益

は1,079百万円（前年同期比18.5%増）となりました。

② 欧州

金型及び車両用内外装部品の減収により、売上高は2,445百万円（前年同期比18.9%減）、セグメント損失

は79百万円（前年同期はセグメント損失25百万円）となりました。

③ アジア

家電その他は減収となりましたが、車両用内外装部品及び金型の増収により、売上高は7,501百万円（前

年同期比2.0%増）、セグメント利益は191百万円（前年同期比15.7%増）となりました。

④ 北米

車両用内外装部品の増収により、売上高は4,654百万円（前年同期比4.8%増）、セグメント利益は161百万

円（前年同期比4.5%増）となりました。

なお、部門別の売上の状況は、次のとおりであります。

（２）財政状態に関する説明

当第１四半期連結会計期間末の資産合計は、79,249百万円（前連結会計年度末比3,197百万円増）となりまし

た。これは、現金及び預金が2,414百万円並びに有形固定資産が775百万円それぞれ増加したこと等によるもので

あります。

当第１四半期連結会計期間末の負債合計は、45,727百万円（前連結会計年度末比2,455百万円増）となりまし

た。これは、長期借入金（１年内含む）が4,083百万円並びに支払手形及び買掛金が748百万円それぞれ増加し、

短期借入金が1,528百万円減少したこと等によるものであります。

当第１四半期連結会計期間末の純資産合計は、33,521百万円（前連結会計年度末比741百万円増）となりまし

た。これは、利益剰余金が282百万円及び為替換算調整勘定が415百万円増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、2025年７月10日に公表いたしました業績予想から変更はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、一部の連結子会社において、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。

前連結会計年度
（2025年５月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2025年８月31日）

コミットメントラインの総額 6,000百万円 6,000百万円

借入実行残高 1,000 1,000

差引額 5,000 5,000

（四半期連結貸借対照表に関する注記）

１ シンジケーション・コミットメントライン契約

グループ経営の安定化を図るため、機動的かつ安定的な資金調達を可能とすることを目的として、シンジケーショ

ン・コミットメントライン契約を締結しております。

この契約に基づく借入未実行残高等は次のとおりであります。

２ 財務制限条項

「１」の契約には下記の財務制限条項等が付されており、特定の条項に抵触した場合、その条項に該当する借入先

に対し借入金を一括返済することになっております。

① 2025年5月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額

を、直近の事業年度末日における連結貸借対照表に記載される純資産の部の合計金額の75%に相当する金額以上

に維持すること。

② 2025年5月期末日及びそれ以降の各事業年度末日における連結損益計算書に記載される営業損益を２回連続して

損失としないこと。

前第１四半期連結累計期間
（自  2024年６月１日

至  2024年８月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自  2025年６月１日

至  2025年８月31日）

減価償却費 1,039百万円 1,077百万円

のれんの償却額 10 －

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 6,549 3,015 7,352 4,440 21,357 － 21,357

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,507 0 119 0 1,627 △1,627 －

計 8,056 3,015 7,471 4,441 22,984 △1,627 21,357

セグメント利益又は損失（△） 910 △25 165 154 1,205 △186 1,019

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 2024年６月１日 至 2024年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去△12百万円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△173百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント

調整額

（注）1

四半期連結

損益計算書

（注）2日本 欧州 アジア 北米 計

売上高

外部顧客への売上高 7,820 2,445 7,501 4,654 22,421 － 22,421

セグメント間の内部売上高

又は振替高
1,034 － 56 1 1,092 △1,092 －

計 8,854 2,445 7,558 4,655 23,513 △1,092 22,421

セグメント利益又は損失（△） 1,079 △79 191 161 1,353 △162 1,190

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 2025年６月１日 至 2025年８月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去23百万円及び各報告セグメントに

配分していない全社費用△186百万円であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
計

日本 欧州 アジア 北米

成形品事業

情報・通信機器 957 － 665 － 1,623

車両 3,689 2,188 5,320 3,788 14,987

家電その他 335 21 1,154 12 1,524

成形品事業計 4,983 2,209 7,139 3,801 18,134

金型事業 1,565 805 212 639 3,222

顧客との契約から生じる収益 6,549 3,015 7,352 4,440 21,357

その他の収益 － － － － －

外部顧客への売上高 6,549 3,015 7,352 4,440 21,357

（単位：百万円）

報告セグメント
計

日本 欧州 アジア 北米

成形品事業

情報・通信機器 950 － 663 － 1,613

車両 4,111 2,050 5,496 4,518 16,176

家電その他 476 82 928 28 1,515

成形品事業計 5,538 2,133 7,088 4,546 19,305

金型事業 2,282 312 375 107 3,077

顧客との契約から生じる収益 7,820 2,445 7,464 4,654 22,383

その他の収益 － － 37 － 37

外部顧客への売上高 7,820 2,445 7,501 4,654 22,421

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第１四半期連結累計期間（自 2024年６月１日 至 2024年８月31日）

当第１四半期連結累計期間（自 2025年６月１日 至 2025年８月31日）
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